
年月日 会議等 内容等

R7.7.16～
30

第１回社会的養育推進
に係る地域懇談会

必要な資源を地域ごとに整備するなどを目的に
県内１０圏域で開催

Ｒ７．８～
こども家庭庁伴走相談支援を
活用した市町村ワークショップ

全県内の市町村を対象に、こ家セン設置（Ａ）、サ
ポプラ作成（Ｂ）、家庭支援事業実施（Ｃ）について
６グループに分かれ実施するとともに、モデル地
域（諏訪・上伊那・上田圏域）では、テーマＣのワー
クショップを社会的養育推進に係る地域懇談会の
枠組の中で実施

R7.１０～
第２回社会的養育推進
に係る地域懇談会

第１回地域懇談会の議論を踏まえ、県内 １０圏域
で順次開催を予定

取 一● 覧組

長野県社会的養育推進計画（後期計画）

令和７年度における取組状況等について
R８.３児童相談・養育支援室

令和７年３月の長野県社会的養育推進計画（後期計画）策定後において、当県では主に
以下について取組を実施しているところ。

〇長野県社会的養育推進計画 全体に関わる取組

年月日 会議等 内容等

R7.4.16
児童相談所の後期計画関係
職員を対象とした検討会議

児童相談所に配置した関係職員（社会的養育推進
担当者、パーマネンシー担当者、ＱＰＩ*担当者）を
対象に、計画に対する理解を深める研修や意見交
換等を実施

Ｒ７．７．１１ スタートアップ研修会開催
計画概要説明及びパーマネンシー保障の理解を深
める研修会開催（参加者139名）

Ｒ７．１２．１２
先進事例の共有研修

「他機関連携型支援ネットワーク
の活動について」

社会的養育総合支援センター「一陽」の橋本達昌
統括所長を講師に、児家センを中心とした地域連
携や家庭支援事業の実施について研修会を開催

〇長野県社会的養育推進計画 社会的養育推進（市町村支援等）

資料１



年月日 会議等 内容等

R7.7～１２
里親活動率向上の
ためのパイロット事業

ＱＰＩ*の取組の一環として、里親の「活躍」の場を
拡大する施策を検討・展開

R7.8～
こども家庭庁の広報啓発事業を
活用した里親リクルート施策の

検討・展開

デザイン思考を用いた効果的なリクルート施策の
展開に関する研修を踏まえたリクルートプロセス
の見直しと新たな展開

Ｒ７．１０．１５
Carole Shauffer 氏 来県
長野県ＱＰＩ会議（推進研修会）

乳幼児の家庭養育の必要性とQPI*の取組・導入
について講演と議論

R8.1.21 長野県QPI研修会

コーディネーターにキャロル・ショーファー氏をお
迎えし、「社会的養護の子どものウェルビーイン
グ；乳幼児のアタッチメント」、里親養育に関する
課題とQPI」をテーマにチャールズ・H・ジーナ―
教授の講演を実施

*QPIとはクオリティ・ペアレント・イニシアティブのこと。

〇長野県社会的養育推進計画 パーマネンシーの取組

〇長野県社会的養育推進計画 QPIの取組

年月日 会議等 内容等

R７.５.８
こどものパーマネンシー保障（親
子関係再構築支援）のための

KPTワークショップ

今後の取組を検討・推進していくにあたり、KPT
手法（振り返りを通じ組織や個人の改善や成長を
促すフレームワーク）を用いて、必要な取組を把握

R７.６.1１
R７.６.18

パーマネンシー保障の取組等に
関する山梨中央児童相談所視察
パーマネンシー保障担当者会議

児童相談所のケースワークにおいて、こどもの
パーマネンシー保障に先駆的に取組む山梨中央児
童相談所を視察、児童相談所担当者と内容を共有

R７.８.８
ロジックモデルワークショップ及
びラップアラウンド入門研修会

の開催について

児童相談所担当者が、今後の取組の根拠を示すロ
ジックモデルを作成。当事者中心の新しい支援枠
組みであるラップアラウンドの入門研修を受講

R７.９.26
R７.12.26

児童相談所のパーマネンシー保
障担当者会議

今年度の取組を振り返りと、作成したロジックモ
デルの確認。ラップアラウンド研修受講者からの
研修報告

R8.２.18
児童相談所のパーマネンシー保

障担当者会議

これまでの議論に基づき、児童相談所におけるこ
どものパーマネンシー保障の取組方針（案）作成。
各児童相談所から照会した意見を集約、方針（案）
に反映
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